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　⑵　 ジェフリー・M・ホジソン『経済学とユートピア――社会経済システムの制度主義分析』（若
森章孝・小池渺・森岡孝二訳）ミネルヴァ書房、2004年
　⑶　 リチャード・ベラミー＆ダロウ・シェクター『グラムシとイタリア国家』（小池渺・奥西達也・
中原隆幸訳）ミネルヴァ書房、2012年
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〔22〕 マクファーランはキャノン・ゲートの牧師としてエディンバラ地域で救貧行政に関わっ
ていた、その著作には、『貧民についての研究』（1782 年）や『国家の重要課題につ
いての諸論 : 製造業、商業、及び大都市人口が国の繁栄にもたらす有利さ』（1786 年）
があり、前著において、スミスのいう商業社会では富裕ではなくむしろ貧困と困窮と
いう問題が蔓延すると論じている〔Margaret Canney & David Knott eds., Catalogue 
of the Goldsmiths’ Library of Economic Literature （London: Cambridge Uni. Press, 
1970），Vol. Ⅰ、及びマルサス学会編『マルサス人口論事典』（昭和堂、2016 年）132 ペー
ジ〕。
〔23〕 ブランキ前掲訳書 373 ページ。他方で、ブランキは、バルグモンが「提案した方策は
…聖徒的なもので…それがあらゆる社会的苦悩を救済することはできないであろう」
けれども、「キリスト教的仁愛が政治および道徳の中に浸透することは、疑いもなく望
ましいことである。」と批評している〔同訳書 437 ページ〕。
〔24〕 バルメスは 19 世紀のスペイン哲学に最大の貢献をなしたと評され、自由主義とカルリ
スタ派伝統主義（カトリック教会の利益を国益より優先し、信仰と政治の同一化を企
図する考え）との融合を模索し、穏健な社会改革を唱えた〔立石編『概説近代スペイ
ン文化史』39 ページ〕。
〔25〕 スペインでは、もとより「結婚は制度としても、また秘跡としても尊重されていた」し、
「実際、愛情と結婚が一致して」もいた〔ベナサール前掲訳書 222、236 ページ〕。ちな
みに、当時、婚外子は捨て子も含め全出生児のおよそ 1 割程度であった〔同訳書 224 頁〕。
〔26〕 1862 年のロンドンには 529 の篤志協会（voluntary society）があり、確かに、その中に
「貧窮と困窮を救済するための慈善協会」が少なからず含まれてはいた。けれども、ロ
ンドンの慈善団体は 1869 年に至ってもせいぜい 1,000 ほどにすぎず、23,000 という数
字はあまりにも桁外れで過大すぎるといえよう〔金澤周作著『チャリティとイギリス
近代』（京都大学学術出版会、2008 年）53、57 ページ、及び 386 ページ注 69 を参照〕。
（付記）本稿においてスペイン人やスペイン語文献を音声表記するに際しては、青木文夫（福
岡大学・人文学部教授）氏とマリナ・カルデロン・ガルシア（長崎県立大学・非常勤講師）
女史から有益で多大なるご教示を賜った。この場を借りて、深謝しておきたい。
関西大学経済論集第 67巻第 3号
『関西大学経済論集』
小池渺先生退職記念号
関西大学 経済学会
関西大学『経済論集』第67巻第3号（2017年12月）
254
Schmitt, B.H. （1999）, Experiential Marketing : How to Get Customers to Sense, Feel, Think, Act, Relate, 
The Free Press.（嶋村和恵・広瀬盛一訳（2000）『経験価値マーケティング　消費者が「何か」を感じ
るプラスαの魅力』、ダイヤモンド社。）
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